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前月号でご紹介した2月13日開催の大阪府社会福祉協議会
主催「令和4年度大阪府老人福祉施設研究大会」でのダイキン
工業様との協働発表の模様が、YouTubeにアーカイブ配信
されました。コスト削減の一環として空調運用の改善に取り組
んだ内容をまとめた発表が中心ですが、宮中理事長直々の
発表でありますから、省エネ大賞受賞後の職員の意識の変化
や、そこから南郷のチーム力がupしていく様子、南郷が大切に
している事など、南郷を知らない人達に伝えたい「南郷自慢」
満載の発表となっています。未だご覧に
なられていない方はぜひQRコードを
読み取って見ていただければと思います。

令和4年度はコロナ禍になって初めてクラスターが発生
して、ショートステイの閉鎖を余儀なくされたり、ありと
あらゆるものの価格が高騰し、厳しい経営を強いられま
した。しかしながら、4月に開設した南郷Kad♡maを始
め、全事業所が努力し、全職員がコスト意識を持ち、応援
下さる皆様に支えていただいたおかげで、これまで到達
しなかった売り上げ6億という過去最高記録を樹立する
ことができました。これも全て、南郷職員の努力の結果
であると、阪本会長から全職員に6万円（非常勤は3万
円）が特別手当として支給され、3月10日の職員会議で
直々に手渡されました。
「頑張った結果はきちんと職員に還元される」というの
も南郷らしさの一部分であり、だからこそ職員が定着し、
より質の高いサービスを目指していけるのだと思います。

3月に入り一気に気温が上昇しており、気候の変化についていくのがやっとでは
ありますが、皆様体調を崩すことなくお過ごしでしょうか？年度末を迎え、南郷で
も新年度に向けた準備が着々と進んでおります。新年度に向けて勢いを増す南郷の
最新ニュースを今回もたっぷりとお届けいたします。

そして何と、研究大会の動画配信
から僅か数日後、発表動画を見た

創刊1955年福祉新聞の記者さんから、取材の申し出がありまし
た。物価やエネルギー費の高騰で光熱費削減にこれまで以上に
注目が集まる中、具体的な数字を示しその効果を実感した南郷
の里に興味をもって下さったそうで、発表の内容をさらに深堀し
て聞いてくれていました。いつ頃の掲載になるか等、現時点で
詳細は未定でありますが、また一つ南郷の名前が紹介される
機会を得られたのは、発表してくれた宮中理事長のおかげで
あり、皆様に南郷を自慢してもらう機会にもなるのではないかと思っております。掲載が
決まれば、またご紹介させていただきますので、楽しみにお待ちいただけたらと思います。
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先日あるご家族様が職場で南郷の里の話になり、同僚の方から「南郷の
里って評判がいいよね。なかなか入れないんでしょ」と言われ、『とても嬉しかった』と教えて下さい
ました。ご家族様が職員の様に南郷の評判を喜んでくださることは、私達にとってもとても嬉しい事で
あります。皆様にもっともっと南郷を自慢していただける様、頑張ってまいります。



1月13日から始まり1ヶ月以上にわたって受け入れを行った香里ケ丘看護専門
学校の生徒さんの老年看護実習Ⅰが、2月24日無事最終日を迎えました。
コロナ禍の中での実習ということもあり、どうすれば中止にせずに学生さんに
来てもらえるかを森口看護師長と担当の先生の間で意見交換を重ね、実習当
日に検査をして来てもらったり、本来1日の実習を午前・午後と半分に分かれて
もらったりと協力をお願いしながら、総勢42名もの学生さんが南郷の特養に
実習に来てくれました。

この半年間に入職した職員を対象に
恒例の新人オリエンテーションを開催。
中本介護長 森口看護師長 迎課長 そして
次長の私権田が、南郷らしい介護職になって
もらうべく、それぞれの立場や目線でお話を
させてもらいました。自慢のホームページや、
施設外に向けた看板を見て「楽しそう」と集
まってきてくれた3名の新入職員さん。今回
のオリエンテーションを通して、南郷の里を
さらに好きになってくれていると思います。
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3月3日、特養では
各フロア毎にひな祭り
企画が行われ、玄関前
の雛飾りの前での記念
撮影や、フロアでの
特製お内裏様・お雛様パネルを使用しての写真撮影などなど、
桃の節句を賑やかに彩ってくれていました。

認知症の方は勿論、高齢者の方と向き合うのも初めてという学生さんが多い中、短い時間でも真摯
に向き合うことで信頼関係が構築されたり、取り組んだ事に喜んでいても直ぐに忘れてしまう姿を目
の当たりにし悲しんでしまう学生さんもいました。そんな中、指導者として42人にずっと付き添った森
口看護師長の「認知症の方に優しい看護師に育ってほしい」という想いは全員に伝わり、どうせ忘れ
てしまう と考えるのでなく、笑顔で穏やかに過ごしていただくために、その時その瞬間を大切にする
ことや、その人を理解しようとする姿勢が大切であることなど、多くの学びを得てくれていました。
きっと将来、優しく 素晴らしい看護師になって活躍してくれることと思います。


